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地震 地震の波が地面を
伝わってきてゆれが始まる

地震災害

・立っていることができず、はわないと動くこと
ができない。
・固定していない家具のほとんどが移動したり倒
れたりし、飛ぶこともある。
・壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する建物が
さらに多くなる。補強されているブロック塀も
破損するものがある。

・立っていることができず、はわないと動くことがで
きない。
・固定していない家具のほとんどが移動し、倒れ
るものが多くなる。
・壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する建物が
多くなる。補強されていないブロック塀のほと
んどが崩れる。

・立っていることが困難になる。
・固定していない家具の大半が移動し、倒れるも
のもある。ドアが開かなくなることがある。
・壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することが
ある。

・大半の人が行動に支障を感じる。
・棚にある食器類や書棚の本で、落ちるものが多く
なる。固定していない家具が倒れることがある。
・窓ガラスが割れて落ちることがある。補強され
ていないブロック塀が崩れることがある。

・大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりたいと
感じる。
・棚にある食器類、書棚の本が落ちることがあ
る。固定していない家具が移動することがあ
り、不安定なものが倒れることがある。
・まれに窓ガラスが割れて落ちることがある。

地震は、地下の岩盤が急激にずれることで発生した波が周囲に
伝わることによって起こります。
地震のタイプは大きく次の2つに分けられます。
・プレートとプレートの境界で起こる「海溝型地震」
・断層がずれることによって引き起こされる「活断層型地震」

震度は、ある場所がどれぐらい揺れたのかを表します。 
同じ地震であっても、震源からの距離や地盤の揺れやすさなどで、揺れの大きさは変わってきます。日本
では、震度に対して０から７までの数字で決めています。

地震により最大震度5弱以上の揺れを予想した時に、震度4以上の揺れを予
想した地域に対して、テレビ・ラジオ・携帯電話などを通じて発表します。
緊急地震速報が届いたら、ただちに身の安全を守ってください。

緊急地震
速報って？

地震を知ろう

地震時の避難行動

震度を知る

海溝型地震　発生のしくみ

活断層型地震　発生のしくみ

ひずみが限界に達す
ると岩盤の弱いとこ
ろがずれ地震が発生
します。

プレートの動きによ
る圧力がかかり、岩
盤の弱いところにひ
ずみが蓄積します。

■ブレーカー
を落とす、ガ
スの元栓を
閉める。

■自宅が安全であれば在
宅避難する。
■可能であれば親せき・知
人宅に分散避難する。
■自宅が安全でない場合
や、近くで火災が発生
している場合は、非常
持ち出し袋をもって安
全な避難場所等の広い
スペースへ避難する。

ひずみが元に戻ろう
として地震が発生。
津波を伴う場合もあ
ります。

陸側のプレートの先
端部が引きずり込ま
れ、ひずみが蓄積し
ます。

東日本大震災は「海溝型地震」で、太平洋プレート（海のプレート）と北米プレート（陸のプレート）の
境界にあたる水深6,000m 以上の深い溝（海溝）で発生しました。

阪神・淡路大震災は活断層型地震で、六甲・淡路島断層帯の1つ、野島断層のずれによって発生しました。

地震が起こる前 地震の発生

地震が起こる前 地震の発生

初動 避難行動
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10分 数時間 数日～
避難生活

■避難所では集団
　生活のルールを
　守る。

■自宅に戻れない
　場合は、開設さ
　れた避難所へ避
　難する。

■在宅避難でも備
　蓄が不足する場
　合は避難所で物
　資を受け取る。

■災害用伝言
　ダイヤルや
　SNSで無事
　を知らせる。

■火の始末をする。

■まず頭を
　守る。

■ドア・窓
　を開けて
　逃げ道を
　確保する。

■建物の外
　に出て安
　全を確保
　する。

■家族の安全を確認後、近隣
　の安否・
　出火の有
　無などを
　確認する。


